









〈編 集 後 記 〉
「低温 セ ソターだよ り」の編集委員に加えていただ き1年 半がたち、ついに編集後記 を書
く順番がまわ って参 りました。私 自身の低温 との関わ りは、超高真空排気にクライオポソプ
を使 うため液体ヘ リウムを利用 したことがあ るとい う程度で、低温そのものには深い関係は
ござい ませんで した。 しか し、編集方針 が低温に こだわらず 、阪大オ リジナル研究であるこ
とを意識すれば良いと教 えられ、編集委員をお引受け した次第であります。確かに、本号 も
含め 「低温」とい う分野 に限 らず、あ らゆる分野からのご寄稿があり、 まず まず 目的は達せ
られているのでは と感 じてお ります。
さて、話は急に大 き くな りますが、現在の 日本の科学技術 は、急速に進歩 し世界の トップ
レベルに達 してい るようです。そ こで今後 さらに、日本が科学・工学の分野で世界の指導的な
立場 に立 つためには、世界 に貢献できるオ リジナルな科学技術を創造す る必要があるで しょ
う。このような時代 に、阪大オ リジナル とい う編集方針は大 きな意味があるのではないで しょ
うか。 「低温セ ソターだよ り」 の内容か ら、 ノーベル賞 につながるようなオ リジナルな仕事
が出て くることを願わずにはおれ ません。
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簡蝕 調 泌MR用 イソ匹 殉 罐 合システ射 基礎工学部 鋼 麟 ・・26
表紙説 明 『/MeVのHe+をSi(m)7×7表面に〈lH>垂 直軸方向か ら入射 した時に得 られ る表面 ピー
ク。表面構造を表す三角形の部分の後方の極めて低いバ ックグラソドが正確にアライソされ
た配置 と、結晶構造の良好 さを示 している。(綿 森、尾浦 本文参照)』 一
